
[R6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　計装用空気圧縮機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

各消耗品 式 1
各パッキン 式 1

専用グリス 式 1
潤滑油 式 1

式 1
リムーバエレメント 式 1

合計
機械設備据付工 人 27.0
普通作業員 人 3.0

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

各Oリング 式 1
各ガスケット 式 1

サクションフィルタ 式 1
制御配管フィルタエレメント 式 1

DSPクーラント

オイルフィルタエレメント 式 1
逆止弁 式 1
圧力キャップ 式 1

備考
VRベルト 式 1

-

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

計装用空気圧縮機補修業務 5系(2台)

2.業務概要

3.業務項目

5系計装空気圧縮機分解整備　(R6・7・8年度) 一式

4.共通事項

5.機器仕様

計装設備へ空気を供給する

5系3F

平成12年8月

5系　オイルフリースクリュー圧縮機　DSP-22AR5N3-7K（2台）

電動機：22kW　　吐出能力：3.4㎥/min　　最高圧力：0.7MPa

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

各ガスケット 1

各Oリング 1

潤滑油 1

各消耗品 1

各パッキン 1

DSPクーラント 1

リムーバエレメント 1

専用グリス 1

オイルフィルタエレメント 1

制御配管フィルタエレメント 1

サクションフィルタ 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

DSP-22AR5N3-7K

VRベルト 1

圧力キャップ 1

逆止弁 1

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 毎年

計装空気圧縮機の性能を維持するために、定期整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。





[R6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　消石灰供給用空気圧縮機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 19.8
普通作業員 人 2.2

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

電磁開閉器 式 1
シリンダ・ピストン 式 1
連接棒・クランク軸 式 1
F弁セット 式 1
Vベルト 式 1
ドレントラップ 式 1
フィルタ 式 1

備考
電磁弁組 式 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

消石灰供給用空気圧縮機補修業務　　3・4系(3台)＋5系(2台)

2.業務概要

3.業務項目

(1) 3・4系消石灰供給用空気圧縮機分解整備　(R6・7・8年度） 一式

(2) 5系消石灰供給用空気圧縮機分解整備　(R6・7・8年度） 一式

4.共通事項

5.機器仕様

消石灰供給設備へ空気を供給する

5系1F

3・4系　オイルフリーベビコン空気圧縮機　POD-7.5MN5（3台）

5系　オイルフリーベビコン空気圧縮機　POD-7.5MN5（2台）

電動機：7.5kW　　吐出能力：875ℓ/min　　最高圧力：0.85MPa

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

式

式

式

式電磁開閉器 1 5台分

連接棒・クランク軸 1 5台分

シリンダ・ピストン 1 5台分

Vベルト 1 5台分

F弁セット 1 5台分

フィルタ 1 5台分

ドレントラップ 1 5台分

名 称 形 質 数 量 摘 要

電磁弁組 1 5台分

設置年月 平成12年7月～平成25年2月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

POD-7.5MN5

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 毎年

消石灰供給用空気圧縮機の性能を維持するために、定期整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



消石灰供給用空気圧縮機補修業務



[R6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　煤吹装置用空気圧縮機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 46.8
普通作業員 人 5.2

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

潤滑油 式 1
パトローネ 式 1
Vベルト 式 1
各Oリング 式 1
オイルフィルタエレメント 式 1

備考
エアフィルタエレメント 式 1

-

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

煤吹装置用空気圧縮機補修業務　　3・4系(2台)＋5系(2台)

2.業務概要

3.業務項目

(1) 3・4系煤吹装置用空気圧縮機分解整備　(R6・7・8年度） 一式

(2) 5系煤吹装置用空気圧縮機分解整備　(R6・7・8年度） 一式

4.共通事項

5.機器仕様

煤吹装置へ空気を供給する

3・4系3F　　5系3F

平成6年3月～平成13年3月

3・4系　田邊スクリューコンプレッサ　TASK-1537D（1台）　TASK-1537G（1台）

5系　田邊スクリューコンプレッサ　TASK-1537G（2台）

　37kW　400V

　4.7㎥/min

　1.0MPa

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

式

式潤滑油 1 4台分

パトローネ 1 4台分

Vベルト 1 4台分

各Oリング 1 4台分

オイルフィルタエレメント 1 4台分

名 称 形 質 数 量 摘 要

エアフィルタエレメント 1 4台分

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

電動機出力

吐出能力

最高圧力

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 毎年

煤吹装置用空気圧縮機の性能を維持するために、定期整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



煤吹装置用空気圧縮機補修業務



煤吹装置用空気圧縮機補修業務



[R6年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　炉圧制御装置補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 13.5
普通作業員 人 1.5

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

備考
整備部品（2台分） 式 1 3・4系分

-

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

炉圧制御装置補修業務

2.業務概要

3.業務項目

(1) 電油操作器分解整備　2台(誘引ファン用3.4系各1台） 一式

(2) 電油操作器点検　1台(誘引ファン用5系1台）

4.共通事項

5.機器仕様

焼却炉内圧力の調整及び風量調整

3～5系2F

平成12年7月～平成13年3月

3～5系　電油操作器　EOP2-MCP-LS（誘引ファン用）　全3台

EOP2-MCP-LS：AC400V×50Hz×0.75kW×4P

EOP2-MCP-LS：4～20mA DC

EOP2-MCP-LS：-5～0Ｋ㎩

EOP2-MCP-LS：200N㎥/Ｈ

6.交換部品一覧

単位

組

組

組

組

組

組潤滑油 タービン油 2 3・4系分

ピボットAssy 2 3・4系分

圧力計 AVT1/4×60×3Mpa 2 3・4系分

噴射管Assy 2 3・4系分

油面計 2 3・4系分

名 称 形 質 数 量 摘 要

パッキンセット 2 3・4系分

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

電源

入力信号

使用圧力

流量

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 毎年

電油操作器の性能を維持するために、定期点検整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



炉圧制御装置補修業務



[R7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　炉圧制御装置補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 13.5
普通作業員 人 1.5

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

備考
整備部品（3台分） 式 1

-

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )

業務原価 －
( - )

据付業務原価

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

直接業務費 ( - )
( - )

-

材料費

( - )
直接経費



1.業務名

炉圧制御装置補修業務

2.業務概要

3.業務項目

電油操作器分解整備　3台(誘引ファン用3.4.5系各1台） 一式

4.共通事項

5.機器仕様

焼却炉内圧力の調整及び風量調整

3～5系2F

平成12年7月～平成13年3月

3～5系　電油操作器　EOP2-MCP-LS（誘引ファン用）　全3台

EOP2-MCP-LS：AC400V×50Hz×0.75kW×4P

EOP2-MCP-LS：4～20mA DC

EOP2-MCP-LS：-5～0Ｋ㎩

EOP2-MCP-LS：200N㎥/Ｈ

6.交換部品一覧

単位

組

組

組

組

組

組潤滑油 タービン油 3

ピボットAssy 3

圧力計 AVT1/4×60×3Mpa 3

噴射管Assy 3

油面計 3

名 称 形 質 数 量 摘 要

パッキンセット 3

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

電源

入力信号

使用圧力

流量

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 毎年

電油操作器の性能を維持するために、定期点検整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



炉圧制御装置補修業務



[R6・7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　減速機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 45.0

名称 単位 数量 単価 金額 備考
普通作業員 人 5.0

ナット 式 1
Vリング

補助材料費
合計

オイルゲージ

キー 式 1

給油栓 式 1
シールワッシャ 式 1

油切り 式 1

ローラ 式 1

曲線板 式 1
式 1偏心軸受

ピン 式 1

軸受 式 1
オイルシール 式 1

名称 単位 数量 単価 金額 備考

据付間接費

-

間接業務費 積上げ分

現場管理費

定率分
共通仮設費

仮設費 積上げ分
一般管理費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - )
直接経費

( - )
据付業務原価 材料費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

業務原価 － -

(支給品)

パッキン 式 1
カラー 式 1

式 1

式 1
式

式 1
式 1

1

偏心体 式 1
ラビリンスカラー

オイルゲージプラグ

ディスタンス
当金

式 1



1.業務名
減速機補修業務
2.業務概要

3.業務項目

・ サイクロ減速機分解整備 一式

4.共通事項

5.機器仕様

電動機動力の回転速度を減じて出力する
焼却棟各階（3系～5系）
平成4年3月～平成12年7月

6.交換部品一覧
単位
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式

№5-4アッシュコンベヤ

ラビリンスカラー 1
偏心体 1

当金 1
ディスタンス 1

シールワッシャ 1
給油栓 1

オイルゲージ 1
オイルゲージプラグ 1

ナット 1
油切り 1

キー 1
Vリング 1

ピン 1
ローラ 1

偏心軸受 1
曲線板 1

パッキン 1
カラー 1

軸受 1
オイルシール 1

仕
様

電動機 400V　11kW以下

名 称 形 質 数 量 摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） －

型式（機器名）

サイクロ減速機（トルクリミッタ付）
型式　CHHM・CNHM4000番台～6000番台
減速比　43：1～1247：1

項 目 仕 様
使用目的
設置場所 前回修繕年月 －

計7台 計8台 計6台

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。

№5-2ﾎﾞｲﾗﾀﾞｽﾄコンベヤ 5系焼却炉投入コンベヤ №5-3乾燥ケーキコンベヤ
5系ﾏﾙﾁｻｲｸﾛﾝﾀﾞｽﾄコンベヤ №5-1落下灰コンベヤ

5系消石灰混合機 №5ケーキ投入ホッパ分配機
5系乾燥ｹｰｷ切出しコンベヤ №5-3ボイラダストコンベヤ

3系焼却炉投入コンベヤ
№5-1ﾎﾞｲﾗﾀﾞｽﾄコンベヤ

4系消石灰混合機 №4‐2乾燥ケーキコンベヤ
4系脱水ｹｰｷ供給コンベヤ №5脱水ケーキ切出コンベヤ

減速機の性能を維持するために、計画的に点検整備を実施する。（6～8台/年）

R6年度 R7年度 R8年度
4系脱水ｹｰｷ切出コンベヤ 3系脱水ｹｰｷ切出コンベヤ3系消石灰混合機

3系脱水ｹｰｷ供給コンベヤ
3系乾燥機投入コンベヤ



減速機補修業務



[R6年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　消石灰供給ポンプ補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 8.1
普通作業員 人 0.9

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

ローター 式 1 支給品
Ｏリング 式 1
グランドパッキン 式 1

備考
ステータ 式 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

消石灰供給ポンプ補修業務 　　3・4系(4台)＋5系(2台)

2.業務概要

3.業務項目

(1) 3・4系消石灰供給ポンプ分解整備　(3・4系4台） 一式

(2) 5系消石灰供給ポンプ点検　(5系2台） 一式

4.共通事項

5.機器仕様

消石灰を圧送するためのポンプ

3・4系2F　　5系1F

平成12年7月～平成14年3月

一軸ネジ式ポンプ　　

3・4系 消石灰供給ポンプ 　　PNS30X－97

5系 消石灰供給ポンプ　　　　PNS40PA－97

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

Ｏリング 1

ローター 1 支給品

ステータ 1

グランドパッキン 1

設置年月 運転時間（経過年数） ―

型式

主
仕
様

名 称 形 質 数 量 摘 要

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 ―

消石灰供給ポンプの性能を維持するために、計画的に点検整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



消石灰供給ポンプ補修業務



消石灰供給ポンプ補修業務



[R7・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　消石灰供給ポンプ補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

グランドパッキン 式 1

備考
ステータ 式 1

ローター 式 1 支給品
Ｏリング 式 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 0.9
名称 単位 数量 単価 金額 備考

機械設備据付工 人 8.1
合計



1.業務名

消石灰供給ポンプ補修業務 　　3・4系(4台)＋5系(2台)

2.業務概要

3.業務項目

(1) 3・4系消石灰供給ポンプ分解整備　(3・4系4台） 一式

(2) 5系消石灰供給ポンプ分解整備　(5系2台） 一式

4.共通事項

5.機器仕様

消石灰を圧送するためのポンプ

3・4系2F　　5系1F

平成12年7月～平成14年3月

一軸ネジ式ポンプ　　

3・4系 消石灰供給ポンプ 　　PNS30X－97

5系 消石灰供給ポンプ　　　　PNS40PA－97

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 ―

消石灰供給ポンプの性能を維持するために、計画的に点検整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。

ステータ 1

グランドパッキン 1

設置年月 運転時間（経過年数） ―

型式

主
仕
様

名 称 形 質 数 量 摘 要

Ｏリング 1

ローター 1 支給品



消石灰供給ポンプ補修業務



消石灰供給ポンプ補修業務



[R6・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　冷却水ポンプ補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 15.1
普通作業員 人 1.7

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

潤滑油 式 1
各軸受及びパッキン 式 1
各ウエアリング 式 1
各スリーブ 式 1

備考
ガイドベーン 式 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

冷却水ポンプ補修業務

2.業務概要

3.業務項目

(1) 3・4系　№3-2、№4-1、№4-2冷却脱硫塔循環ポンプ整備（3台） （R6）

(2) 3・4系　№4、5、6除湿塔冷却水ポンプ整備（3台） （R8）

4.共通事項

5.機器仕様

冷却塔及び除湿塔への送水

焼却棟各階

平成6年3月～平成15年3月

渦巻きﾎﾟﾝﾌﾟ

3･4系 冷却塔及び除湿塔送水ポンプ：JOV-CH125×100Z4-530（㈱日立製作所製）

3･4系 脱硫塔循環ポンプ：SVG-CH100×80P4-511（㈱日立製作所製）

6.交換部品一覧

単位

式

式

式

式

式潤滑油 1

各ウエアリング 1

各軸受及びパッキン 1

ガイドベーン 1

各スリーブ 1

設置年月 運転時間（経過年数） －

型式

主
仕
様

名 称 形 質 数 量 摘 要

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 －

冷却水ポンプの性能を維持するために、計画的に点検整備を実施する。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



冷
却
水
ポ
ン
プ
補
修
業
務

冷却水ポンプ補修業務



[R7年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　トラックスケール補修業務

検査手数料

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 5.0
普通作業員 人 1.0

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

備考

-

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )

業務原価 －
( - )

据付業務原価

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

直接業務費 ( - )
( - )

材料費

( - )
直接経費



1.業務名

トラックスケール補修業務

2.業務概要

本業務では、点検整備及び法定点検の受検を行う。(R7)

3.業務項目

(1) 法定点検（計量用分銅15ｔ使用） 一式

(2) 本体部点検整備（ロードセル各部測定及びグリス入替） 一式

(3) 指示部点検整備（点検・動作チェック） 一式

(4) 本体塗装 一式

4.共通事項

5.機器仕様

脱水ケーキ及び焼却灰の計量

計量室

令和６年4月

ロードセル式

秤量 25t 最小表示10kg

精度

積面寸法 3000×10,500mm

重量検出 4点ロードセル式（デジタル表示）

6.交換部品一覧

単位

設置年月 運転時間（経過年数） （1年）

型式

主
仕
様

名 称 形 質 数 量 摘 要

500目量までが1目量まで、500を超え2000目量までが２目量まで、2000を超えてが３目量まで
(使用公差に基づく(計量法))

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 （前年）

トラックスケールには、性能維持のため2年に1回の法定点検が義務付けられている。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



トラックスケール補修業務

発注図　※竣工前のため予定



[Ｒ6・8年度施行]

西部スラッジセンター焼却施設　トラックスケール補修業務

検査手数料

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額
( - ) ( - ) 輸送費

直接業務費 ( - )
( - )

-

材料費

( - )
直接経費

( - )

業務原価 －
( - )

据付業務原価

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

-
現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

-

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

普通作業員 人 0.5
名称 単位 数量 単価 金額 備考

機械設備据付工 人 2.1
合計



1.業務名

トラックスケール補修業務

2.業務概要

本業務では、トラックスケール1基の簡易点検整備のみ行うものである。(R6・8)

3.業務項目

(1) 本体部簡易点検整備 一式

(2) 指示部簡易点検整備 一式

(3) 本体塗装 一式

4.共通事項

5.機器仕様

脱水ケーキ及び焼却灰の計量

計量室

令和6年4月

ロードセル式

秤量 25t 最小表示10kg

精度

積面寸法 3000×10,500mm

重量検出 4点ロードセル式（デジタル表示）

6.交換部品一覧

単位

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

名 称 形 質 数 量 摘 要

500目量までが1目量まで、500を超え2000目量までが２目量まで、2000を超えてが３目量まで
(使用公差に基づく(計量法))

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 前年

トラックスケールには、性能維持のため2年に1回の法定点検が義務付けられている。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



トラックスケール補修業務

発注図　※竣工前のため予定


